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公立学校に「1 年単位の変形労働時間制」を導入するための法案が、国会に提出されようとしています。

この制度の導入は、長時間過密労働の解消につながらないどころか、今よりもっと深刻な事態をひき起こす

ものです。 

時間外勤務が隠されるだけでなく…… 
時間外勤務をしている分の一部が所定の勤務時間に代わり、

時間外勤務が減ったようにも見えます。しかし、丸つけや翌日の

授業の準備にとりかかれる時間が今より遅くなり、退勤時刻が

もっと遅くなってしまうのではないでしょうか。 

小学校教員に変形労働時間制が導入されると…… 
（2016 年文科省勤務実態調査における小学校教員の平均的な勤務実態にあてはめたもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

導入されている職場の方が長い 

国立の大学附属校などでこの制度が導入されてい

る例もありますが、長時間勤務の解消につながらず

「うまくいっていない」という声が上がっています。

下のように、変形労働時間制の職場のほうが勤務時間

も残業時間も長いという報告もあります。 

 

 

 

「1 年単位の 

変形労働時間制」とは？ 
授業のある期間を「繁忙期」として所

定の勤務時間を延長し、「閑散期」とさ

れる長期休業中の勤務時間を短縮す

る(夏休みに代休日を作るなど)ことによ

って、年間で平均した週当たりの労働

時間が週 40 時間を超えないようにする

制度です。政府は、地方自治体の条

例等によって導入しようとしています。 

 

◉ 「学活」「総合」等も含めた授業持ちコマ数の上

限（小学校 20 コマ、中学校 18 コマ）を設定し、

それを可能にする教職員定数の抜本的改善を 

◉ 小学校から高校までのすべての学年で少人数

学級の実現を 

◉ 「全国学テ」をはじめ、子どもを苦しめ、教職員

を追い立てる「競争と管理」の教育政策の抜本

的転換を 

◉ 「時間外勤務は命じられない」とする原則を堅持

した上で時間外勤務手当を支給するなど、「給

特法」の改正を 

実行ある対策は これ！ 

所定の勤務時間と残業時間の比較（月平均）

署名を集めています 
尼教組は、「公立学校に１年間の変形労働制を導

入しないように求める請願」署名に取り組んでいます。

別団体で、インターネット署名を集めている方々がい

ます。「変形労働時間制  Change.org」で検索。 



 

 

 

評価結果のコピーは、だれでもすぐにもらえます 

『教職員人事評価・育成システム』の「本格実

施」が７年目を迎えています。この「システム」

は、「教職員の育成が目的」と説明されていま

すが、最終的には相対評価で賃金に差をつけ

ることを想定した制度です。すでに賃金リン

クが実施されている県もありますが、兵庫で

も、そうなれば教育の協働のとりくみを破壊

し、教職員集団をバラバラにすることになり

ます。私たちはこの「システム」に反対の立場

から中止・撤回を要求しながら、運用面での公

開、公平性を求めてきました。 

開示を希望すれば、自分の「評価・育成シート」

(評価結果)を見ることができます。校長室に行け

ばコピーをもらえます。開示期間等は下の通り。  

結果をオープンにしない「秘密主義」では、不

公平な評価や相互不信も生まれます。 

みなさん！積極的に開示を希望しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｓ 極めて良好である 

Ａ 特に良好である 

Ｂ 良好である 

Ｃ 
概ね良好であるが、 

一層の努力を期待する 

Ｄ 問題がある 

＜総合評価の評価基準＞ 

Ｂが基準！ 


